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丈
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マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
論
・
・
・
・
・
・
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掴
沸
血
宇
土
谷
口

描

肌

常

山

崎

垣
江
商
人
の
活
躍
に
つ
い
て

h

割
前
町
哨
士
菅
野
利
太
郎

一
陶
品
開
ご
の
聞
係
に
就
て

b

田
島
組
前
哨
士
明
江
保
施

h
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粧
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債
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ド
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・
・
・
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単
一
博
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嘘
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哩
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菊
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太
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田
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太
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岡
民
経
済
ご
大
都
市
経
清

大

谷

政

敬

11 

b安

主

+
日
都
市
輯
械
は
柚
め
て
抵
大
な
る
想
議
宮
市
L
、
こ
れ
が
正
常

な
認
識
と
瑚
師
叫
〈
し
て
は
、
間
以
机
仰
は
一
一
一
伺
ふ
に
及
ば
ず
、
世
界

制
憐
も
正
叫
に
把
握
せ
ら
れ
な
い
心
で
あ
る
。
し
か
る
に
柿
市
制
済

交
軒
晶
a

的
附
究
は
他
山
組
械
部
門
K
比
し
て
遜
色
あ
る
の
は
遺
憾
て

あ
る
。

3
 

一
九
二
九
年
設
行
一
般
統
計
雑
踏
十
入
品
凹
分
珊
に
ミ
ユ
ニ
〈
ン

大
棋
名
血
管
政
授
川
引
川
イ
川
副
・

4
川
州
判
叫
川
川
博
士
封
、
醐
民

腕
踏
に
品
目
け
る
大
柿
市
総
持
(
口
お
の
呂
ω由

E
ι
2
5
R
F白
骨
戸
ロ

ι
2
4
0
-
E
ヨュ
ω
3
7
m
w「
m
・
}
を
論
じ
て
ゐ
る
、
此
山
論
文
は
調
地
大
柿

市
細
椀
聖
職
る
よ
に
於
て
布
益
な
費
料
を
典
え
る
も
凸
と
信
じ
戒
に

叙
遺
す
る
。

一
、
濁
過
大
都
市
の
場
所
的
限
界

凋
治
大
都
市
の
現
在
の
問
題
と
し
て
特
に
研
究
主
嬰
ず
る
の

は
、
近
接
地
域
併
合
の
問
也
、
都
市
蹴
張
。
問
題
、
都
市
白
土

職

飽

剛
氏
斡
掛
と
大
都
市
紐
済

地
、
建
築
及
び
住
居
諸
政
策
、
都
市
の
内
部
及
叩
γ婦
外
地
域
移

仕
の
問
題
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
、
大
都
市
の
粧
情
的
に
合
問
的
た
阪
城
の
限
界

の
閑
崩
を
研
究
す
る
.
澗
逸
に
於
け
る
行
政
同
剖
白
区
分
は
、

最
近
数
十
年
間
K
於
け
る
凶
民
都
消
組
織
の
礎
化
か
ん
起
っ
た

底
の
新
ら
し
き
事
象
陀
追
い
て
居
た
い
。
誹
当
日
せ
ば
‘
極
く
少

搬
の
例
外
は
除
〈
止
す
る
も
ぬ
ん
ど
犬
都
市
の
恒
域
限
界
は
、

都
市
行
政
の
職
能
一
及
需
要
に
照
臨
し
-
泣
い
、
此
山
事
怖
か
ら
し

て
機
多
の
困
難
、
不
完
全
、
及
経
済
上
の
弊
害
が
絶
え
や
生
じ

て
出
る
、
故
K
犬
都
市
内
行
政
阪
剥
・
と
共
他
の
行
政
区
訓
主
の

間
に
合
目
的
区
域
の
限
界
を
つ
け
ん
・
と
す
る
要
求
は
現
今
忙
於

け
る
焦
眉
の
問
幽
の
一
・
と
た
っ
た
。

例
へ
ば

同

F
E
E
R
F省内
m
m
p
-
H
円
宮
ロ
工
業
地
域
に
於
て
は

不
合
理
、
無
賞
味
に
た
っ
た
と
と
る
の
都
市
行
政
直
城
主
闘
の

行
政
区
域
と
の
混
乱
が
一
般
的
病
樹
と
な
っ
て
来
て
居
る
。

限
界

E
確
立
す
る
に
常
り
で
は
、
経
済
的
、
枇
曾
的
、
及
び

文
化
的
な
る
も
の
ふ
凡
て
の
椀
力
の
統
一
的
指
導
が
白
山
に
行

は
れ
、
亦
将
来
の
経
済
戦
に
於
て
最
大
の
能
力
が
無
保
件
に
求

第
二
十
凡
容

丸
ニ
三

集
大
都

ー
ー

AlIgemeines Statistisches Archiv. 18. Band Vie叫esHeft. 1929. s 515-
546. 
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雑

銑

闘
民
経
済
と
大
都
市
経
済

め
ら
る
a
A

如
〈
定
め
一
泣
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

=
、
調
逸
大
都
市
へ
の
勢
働
力

の
供
給

調
準
大
都
市
の
興
隆
は
、
外
部
か
ら
の
必
要
伝
る
勢
働
力
主

以
て
給
せ
ら
る
L

時
に
可
能
で

b
る
、
何
ん
主
左
れ
ば
大
都
市

住
民
は
今
日
で
は
自
然
的
附
加
に
伏
て
は
全
然
檎
加
し
な
い
か

ち
で
あ
る
、
従
て
都
市
の
設
展
は
都
一
に
移
住
者
に
依
て
支
持

さ
る
止
い
ふ
を
得
る
。

外
部
か
ら
の
持
働
力
の
供
給
は
大
惜
二
つ
の
方
訟
で
行
は
れ

る、

一
は
大
都
市
へ
の
人
口
移
住
で
あ
れ
少
、
他
は
所
間
以
子
移

動
'
と
稲
せ
ら
る
a
h

も
の
で
あ
る
。

大
都
市
へ
の
人
口
移
動
過
税
は
、
間
合
か
ら
小
中
都
市
へ
、

そ
し
て
小
中
都
市
か
ら
大
都
市
へ
、
或
は
稀
れ
で
は
あ
る
が
、

直
接
に
問
舎
か
ら
大
都
市
へ
止
移
動
す
る
、
共
の
移
性
L
来
る

人
目
白
種
類
は
主
と
し
て
無
敬
育
で
若
宮
努
働
力
あ
る
凋
身
者

で
あ
る
、
次
に
戦
前
戦
後
に
於
て
も
犬
都
市
へ
年
老
い
た
る
牧

入
無
能
力
者
及
限
定
的
措
働
能
力
者
が
出
合
よ
り
移
住
し
来
る

第
二
十
λ

巷

第
大
椀

四

丸

岡

事
宜
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
、
多
く
の
猫
過
大
都
市
に
於
て
は

人
目
白

h
乃
至
拍
以
下
は
直
接
公
白
経
常
的
教
助
主
受
け
て
居

り
、
此
の
救
助
の
他
に
数
回
の
教
助
を
受
〈
る
者
、

並
に
被
教

助
者
の
従
属
者
帥
ち
公
の
物
資
に
依
り
生
活
を
紬
持
し
て
居
る

者
は
多
数
民
上
る
、
誌
に
注
意
す
べ
き
は
.
大
都
市
へ
の
人
口

捗
怯
の
源
泉
な
る
地
右
入
国
が
減
少
し
初
め
た
る
事
k
図
民
年

齢
構
成
。
質
が
今
日
川
崎
前
に
比
し
て
劣
れ
る
事
主
で
あ
る

丸
一
四
年
か
ら
一
九
二
五
年
の
朋
仰
に
於
て
、
現
在
領
土
内
に

於
け
る
全
人
口
は
約
二
百
高
人
だ
け
増
加
し
た
、
別
調
生
産
能

力
主
有
す
る
人
口
帥
ち
十
五
歳
よ
り
六
十
五
歳
の
年
齢
に
あ
る

人
口
は
五
百
商
人
だ
け
増
加
し
た
、
し
か
る
に
一
方
十
五
歳
以

下
の
年
齢
に
あ
る
人
口
は
約
四
百
商
人
だ
け
減
少
し
た
の
で
あ

る
、
此
心
事
賞
除
、
生
産
能
力
者
は
戦
前
に
比
し
五
百
高
人
だ

け
増
加
し
た
る
を
示
す
・
と
共
に
、
戦
後
の
人
口
が
職
前
の
人
口

叉
儲
か
た
生
産
能
力
主
有
す
る

よ
り
も
甚
だ
し
く
年
老
い
た
、

も
の
で
あ
る
事
を
一
耳
す
の
で
あ
る
。

次
に
捗
働
力
左
大
都
市
が
充
す
矯
め
に
は
、
総
統
的
に
都
市

に
住
す
る
人
口
の
移
動
に
よ
る
も
の
h

他
忙
、
都
市
の
内
部
と



共
の
外
廓
並

ι隣
山
山
地
域
止
の
聞
を
毎
日
或
は
毎
週
往
復
す
る

勢
働
者
群
の
一
時
的
移
動
宇
考
へ
ね
ば
た
ら
肉
、
所
調
振
子
移

動
が
之
官
あ
る
、
而
し
で
か
t
A

る
移
動
主
可
能
た
ら
し
む
る
も

の
は
交
通
機
闘
で
あ
る
。

、
獅
組
大
都
市
内
経
消
的
基
礎

調
過
に
於
け
る
近
世
大
都
市
議
股
の
設
も
一
括
要

H
つ
決
定
的

基
本
間
組
は
、
如
何
な
る
根
訴
か
ら
し

τ大
都
市
住
民
が
所
付

を
得
、
労
働
及
生
活
需
要
、
並
に
事
部
充
足
手
段
を
獲
得
す
Q

ゃ、
M
A

ん
等
の
根
源
は
何
蝿
に
在
る
や
、
の
黙
に
存
し
て
ゐ
る
。

て
大
都
市
人
口
の
経
済
的
及
枇
曾
的
居
、
職
業
及
び
組

拙
閣
を
澗
古
賀
す
る
己
主
、
大
都
市
の
経
憐
附
基
礎
の
形
成
ー
と
経
済

的
形
態
占
を
理
解
す
る
事
が
出
来
る
、
試
み
に
各
個
都
市
住
民

職
業
別
の
教
を
批
げ
る
在
、
次
の
や
う
で
あ
る
。

国
ω
B
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雑

能

凶
川
山
粧
品
問
と
大
都
市
相
済

次
に
基
本
的
且
直
接
的
部
市
収
入
主
減
生
的
間
接
的
収
入
と

の
国
分

E
統
計
的
方
法
に
依

τ明
か
に
す
る
事
は
非
常
に
悶
雑

で
あ
る
が
、
八
j
U引
4
1
l
汁
べ
川
市
内
都
市
的
性
質
を
都
市
人
口
の

部 の 本
か(二二)明約約定!約約で源
ら 司 J':10%0 %0 ]'11)川町告。あ自甘
H寸大 a ゐ収
u :柿 原重 量企 部官向。入
及←+司船術利蜘挺1: .:，~ 

共 d主4告訴五許 資
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V'..) 'W日朝i 、相 1_ 、 L 1ft 
倒的 ifi 若 ili -(大 τ っ
値 Jほと越と そ
あのし骨し 旧
る交て 2 て震 が
も易 31 2i iE 
(j) "t iii す
(c L と る
P 大で L と
へ'/[1¥ モ Eえ
し m 白
、 白脚

夏 経 1主i
k 消 E
タトは 1-¥t 
古日夕ト る

に
此
等
主
限
・
到
す
る
事
に
基
い
て
賛
ま
れ
て
居
る
、
共
故
に
、

都
而
を
維
持
し
保
離
す
る
勉
め
に
も
、
又
闘
中
間
的
K
研
涜
す
る

持
め
に
も
、
週
首
た
る
商
業
統
副
が
必
要
で
あ
る
。

勝
氏
販
M
H
統
計
の
調
官
却
の
主
た
る
針
象
は
商
品
の
量
、
種

類
、
恨
格
、
向
所
地
、
到
達
地
主
把
捉
す
る
に
あ
る
、
今
日
の

此
の
統
計
は
不
完
全
で
舗
道
及
び
水
路
の
財
貨
交
通
統
計
を
唯

第
二
十
人
巻

九
二
六

第
六
抗

プミ

一
白
繍
り
に
し
て
居
る
、
然
し
交
通
統
計
は
、
個
々
の
興
道
運

迭
で
一
千
封
度
以
上
白
大
量
逼
誌
の
み
を
顧
指
し
、
従
て
容
積

及
び
重
量
の
低
き
高
倒
の
財
貨
を
把
挫
し
て
ゐ
な
い
、
亦
財
貨

の
刷
所
地
、
到
越
地
に
制
し
で
も
不
完
全
で
あ
る
、
何
故
な
ら

該
統
計
は
本
元
的
問
所
地
も
最
後
の
版
一
同
地
も
指
示
す
る
配
得

や
し
て
只
だ
餓
道
運
送
或
は
問
漕
内
経
始
の
場
所
在
指
一
不
し
得

る
の
み
で
あ
る
か
ち
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
沙
〈
占
も
大
量
一
財

貨
に
闘
し
て
U

臨
入
及
販
一
民
地
域
K
就
て
製
川
的
制
究
を
す
る

に
も
相
常
の
恨
値
E
興
ム
べ
き
で
あ
る
、
認
に
大
都
市
の
財
貨

の
販
賀
蹄
貨
が
ど
山
程
度
ま
で
岡
家
の
領
域
主
超
え
て
外
闘
に

臓
大
し
て
ゐ
る
か
を
知
る
詩
め
に
も
交
通
統
計
は
寅
錠
を
有
L

て
ゐ
る
・
現
今
凋
逸
の
輸
出
の
著
し
き
部
分
は
大
都
市
の
財
貨

販
貨
に
基
い
て
居
る
事
は
、
闘
有
鍛
道
財
貨
交
泊
統
計
に
よ
り

推
愉
し
得
る
底
で
あ
る
、
財
貨
の
脇
氏
版
貨
の
諸
闘
係
は
多
様

多
岐
で
あ
る
が

一
般
的
に
云
へ
ば
、
大
都
市
は
原
料
を
多
く

購
入
し
加
工
品
を
多
く
版
資
す
る
の
で
あ
る

Q

三
、
大
都
市
の
存
在
及
生
活
保
件
の
他
白
根
源

済
左
大
都
市
経
済
、
と
の
他
の
綱
合
形
態
主
政
で
簡
単
に
考
察
す

国
民
経



己
、
町
m
K
K
M
M
合同
V
出

t
E
t
E
A
h
r
土
h
a
E
U高
t
b川及

ァ

1
J
4
f
f
J
Uノ

7
1
1
ヨ
t
s
e
J
-
』

4
5
4本
主
町
長

3

問
。
コ
N
O
H司国

山
肝
成

ι伏
て
、
大
都
市
的
企
業
に
依
て
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